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マレーシアの原子力科学技術 

 

原子力科学技術は、世界各国の科学と技術の総合的発展および社会経済的発展において、

重要な役割を果たしてきた。一般に、原子力科学技術を利用する主なセクターは、発電と

それ以外のセクターに大別することができる。 

 

先進国の多くでは、原子力発電の研究開発による副次的な効果として、原子力技術が、農

産物加工、水資源、医療、工業、考古学などさまざまな分野で発電以外の用途に利用され

ている。マレーシアはこうした技術の成果を享受している途上国の一例である。マレーシ

アでは、民間セクターと国営企業がともにこの技術の受益者となっている。 

 

マレーシア原子力技術研究所（MINT）は、国内唯一の原子力研究所として、積極的な研

究開発活動を通して、さまざまなセクターにおける原子力技術の利用推進を支援している。

MINT の主な目的は、原子力科学技術の利用によってマレーシアの社会経済的な発展を図

ることである。これは、新しい製品やプロセスの生産を通して、また、技術移転の最初の

受益者として、達成することができるものである。MINT はこれに加え、原子力技術の安

全な利用を確保する上でも重要な役割を果たしている。 

 

原子力技術の用途は多岐にわたるため、さまざまな経済セクターで利用することができる。

原子力技術の研究開発の結果は、経済の発展や生活の質の向上に大きく貢献しているが、

その主なものは以下のとおりである。 

 

 農業：突然変異育種、栄養摂取、土壌と植物との関係の調査などを通して収穫量を増

やす 

 

 医療：診断と治療に核医学（放射性核種または放射性同位元素を利用する診断および

治療法）を導入し、放射線設備の品質を保証することによって、質の高い医療を提供

する 

 

 工業/製造業：生産性と製品品質を高め、工学的な欠陥を識別する 
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 水利：同位体トレーサー手法により、潜在的な水源や沈積率（sedimentation rate）を

特定する 

 

 環境：品質モニタリング・プロトコールを通して環境の健全性を高め、放射性廃棄物

をはじめ廃棄物の処理方法を改善する 

 

原子力技術研究開発（R&D）の潜在的可能性に気付いた MINT は、原子力セクターにお

ける先駆者として、単独または公的研究機関や民間企業との共同研究という形で、こうし

た分野での R&D 活動に力を入れている。政府は共同 R&D を推進するため、一部のセク

ターの企業に R&D 活動を実施するためのマッチング・グラントを支給しており、このグ

ラントは施設の賃貸料、給与、R&D コストなどに用いられている。技術移転を奨励し、

マレーシアの技術系起業家の能力を高めるため、調達方針では長期契約を採用し、マレー

シアの技術系起業家が R&D プロジェクトを実施できるように取り計らっている。 

 

原子力発電プログラム 

世界の主なエネルギーの供給源は石油とガスである。すべての国は OPEC に依存している

が、石油価格は 1970 年代の石油危機以来、上昇し続けている。マレーシアには、エネル

ギーの供給源や使用パターンを多様化する計画がある。マレーシアの 5 種燃料政策は、石

油、水力、石炭、天然ガス、再生可能エネルギーの利用に基づいている。この戦略には原

子力発電は含まれていないが、長期的なエネルギー開発では原子力発電オプションを無視

することはできない。これは、以下のような技術的、財政的、および環境的な理由からで

ある。 

 

 経済的な理由：米国における調査では、キロワット/時（kW/h）あたりの運転コストは

原子力がもっとも少ないとしており、比較結果は以下のとおりである。 

 

原子力：キロワット/時あたり 0.18 米ドル 

石炭：キロワット/時あたり 0.21 米ドル 

天然ガス：キロワット/時あたり 0.35 米ドル 
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現在のように化石燃料の価格が高い場合は原子力が魅力的に映るため、一考の価値が

ある。 

 

 代替エネルギー源の展望と限界：ガスや石油などの資源は、今から 20～30 年後に枯渇

する可能性がある。原子力発電は石油やガスへの依存度を下げるため、余剰分を、需

要の増加しているポリマー材の生産といった石油関連産業に回すことができる。 

 

 エネルギーの需要と供給：人口の増加や、富を生むための工業化の必要性により、エ

ネルギーと電力の需要が高まっている。 

 

 環境に関する懸念の高まり：原子力発電は燃焼を伴わずに電力を生産するため環境に

も優しく、温室効果ガスをはじめ有害なガスを放出しない。 

 

 開発：原発は開発に長い期間を要し、通常は発電開始までに 10～15 年の期間が必要に

なる。 

 

 持続可能性と再生可能性：水力発電以外の発電資源はこの要件を満たしていない。 

 

原子力発電プログラムの適切な準備を早くから進めておく必要性に照らし、原子力発電が

マレーシアで果たすことのできる役割を調べ、原子力発電プログラムの導入準備が整って

いるかを評価するため、一連の調査が実施された。こうした調査の基本的な目的は、マレ

ーシアにおける原子力発電の利用について、適切な時期に根拠のある決定を下せるよう十

分な情報を収集することである。調査の対象には、法的な枠組み、敷地選定、人的資源、

財源、廃棄物の管理、環境影響評価、公衆による受け入れ、グリッドの統合などが含まれ

ていた。 

 

まとめ 

マレーシアの原子力技術研究所やその他の関連組織が携わっている原子力科学技術の利用

は、農業、医療、工業、環境保護などの分野におけるものである。原子力科学技術の R&D
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は積極的に行われている。NST の研究者たちは、国内外で販売可能な画期的な新しい製品、

プロセス、専門サービスを生み出すための R&D で活躍しているばかりでなく、国内のほ

かの機関のユーザーへのインフラの提供も行っている。 

 

マレーシアの原子力技術研究所とその他の関連組織は現在、焦点を絞り込んで関係者やビ

ジネス・コミュニティの要件を満たした活動を目指すべく、R&D の改善を計画している。

これは、国内の研究所、ビジネス・コミュニティ、高等教育機関の研究者などとの緊密な

協力を通して最適化することができる。原子力発電の利用分野には、まだ改善の余地が多

く残されている。石油価格が上昇し続けている現在、原子力発電のフィージビリティを見

直し、それを政府の 5 種燃料政策に含めるようにする必要があると思われる。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


